
事業の計画・内容

投入資源 事業実績

①投入人員

人件費合計（A）
②支出内訳 事業費（B)
（千円）

合計（A+B)
③財源内訳 特定財源
（千円）

一般財源
上記①～③に関する特記事項

評価指標

（ ）

（ ）

事業開始時からの状況変化及び事業の改善点等

２．説明会、現地確認等を行います。

平成１７年度より新制度となり、要件達成が旧制度に比べ困難になりました。また、制度への理解・積極性の薄さ等から協定を結ばない地区もあり
ますので、制度の理解を促し、推進する必要があります。

実績値 目標値

100

国県支出金
地方債
受益者負担
その他特財

19,168

11,488

170
52

105

13

負担金、補助及
賃金
需用費
その他

8,428 8,428 8,428

11,968 11,968

10,740 10,740

19,168

258 258

担当部課名 中山間地域等直接支払交付金事業産業振興部　農林政策課

7,200 7,200

1 1 1

根拠法令・要綱等平成

ソフト事業

集落協定中山間地区及び集落協定参加農家

事業名

基本施策

692

伊賀市　事務事業評価シート

対象地域の経済活動や生活環境が改善されるとともに、農地の保全によ
り当該地域以外の地域の住民に対しても水源のかん養、保健休養の多面
的機能が及びます。

成果（どうなるのか）

中山間地域等直接支払交付金事業

21 中山間地域等直接支払交付金等交付要綱終了年度開始年度 平成 年度 年度

１．集落協定に基づき５年間以上継続して行われる農業生産活動等に対し、地目別・傾斜区分別の交付金を交付します。

事業の目的の成果を測る指標

11,488

362

7,200

10,740

11,968

作成者氏名

事
業
の
目
的

本
年
度
事
業
内
容

対象等（何を、誰を）

12

H19（予算）H17 H18（予算）

4

3

3

評
価

有効性

達成度

効率性

4必要性

H17
単位

19,168

170

活動指標

52

11,488

8集落協定地区 地区

集落協定を維持できる集落の確保率 ％
100

目標

従事者の高齢化等の事情により、今後の集落協定の活動が実施
できなくなることのないよう支援しなければなりません。

100

Ａ

総合評価

現状は、交付金の活用によって集落協定中山間地区の活動効果が上がっています。

目標

H18（目標）指標設定の考え方

42 持続的で個性的な農林業を実践する。

コード 名               称 名            称コード

０１

０１
０６

一般会計
農林業費
農業費
農業振興費

会計
款

単位

０３
項
目

H19（目標）H17

２２－９６６６連絡先
１０８
０１

細目

正規職員     （人）

中山間地域等直接支払交付金事業光岡　菊郎 細々目

H18 H19

8 8


